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医療機関・介護事業所等における物価高騰への支援について（再要望） 

 

 日頃から医療機関・介護事業所等に対し、様々な支援をもらっていることに、

深く感謝する。 

 さて、今般の水道光熱費、食材料費等の物価高騰の影響により、多くの医療機

関・介護事業所等が厳しい経営を強いられている中、我々関係団体は、去る９月

６日に、貴職に対し「物価高騰への支援の拡充に関する要望」を提出し、対応を

お願いしたところである。 

 その後、９月９日に開催された、政府の「第４回物価・賃金・生活総合対策本

部」において、6,000 億円規模の「電力・ガス・食料品等価格高騰支援地方交付

金」が創設され、推奨事業メニューとして「医療・介護・保育施設、公衆浴場等

に対する物価高騰対策支援」が示された。 

 本県へは約 70億円が交付されるものと承知しており、大きな期待を寄せてい

たが、10 月 31 日から開催されている茨城県議会第４回定例会に提出された補正

予算案においては、新型コロナウイルス感染症に対応する診療・検査医療機関等

に 10万円の応援金給付が含まれているものの、それ以外では、我々関係団体へ

の支援策は全く講じられていない。 

 この状況は、関東甲信越各都県と比較すると、極めて不十分であり、失望の念

を禁じえない。 

ついては、医療機関・介護事業所等が国の公定価格により経営することとさ

れ、物価高騰の影響を価格転嫁できないことを勘案の上、改めて、「電力・ガス

・食料品等価格高騰支援地方交付金」を活用し、医療機関・介護事業所等の負担

軽減措置を講じるよう、強く要望する。 
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